
 評価のポイント 

 CL-1.看護実践能⼒︓ケアする⼒ 
 ［28-1］ハイリスク薬の基本的薬理学と観察レベルの判断と看護ケアの検討 

 1．  テオフィリンがハイリスクになる原因を考えてみよう。 
 ・⾎中濃度の有効域が狭く、副作⽤域と近接している。 
 ・過量投与により、痙攣、意識障害、⾎圧低下、不整脈などの重篤な副作⽤が発⽣する。 
 ・徐放性製剤は粉砕投与により有効成分が急速に吸収される。 

 ２．低⾎糖症状にはどのようなものがありますか︖ 
 ・交感神経緊張症状として頭痛、動悸、空腹感、イライラ感、⼿⾜の震え、冷や汗などがある。 
 ・中枢神経症状として意識障害、痙攣、昏睡、死亡などがある。 


